
河正雄（ハ・ジョンウン）美術館「花岡ものがたり」を題材にした国際学術シンポジウム

「5・１８と花岡事件を関連付けて紐解く」
１９４５年、花岡鉱山で起きた朝鮮人・中

国人４１９人の虐殺事件を松田解子（まつ

だ・ときこ）が小説で真実を伝えた

日本人の学者３人がシンポジウムに参加

「光州精神は解子の生涯と重なる」

「光州５・18事件は、ユン・ソギョル前大統領と
光州市民らに、それぞれ違う意味で影響を及
ぼしたと思います。ユン・ソギョルには80年5月
18日当時も戒厳令が出されていましたので、
これを経験値として自分にもできると思って、
今回の宣布に至ったのでしょう。反面、光州市
民たちは、80年に全斗煥一派、新軍部が画策
した戒厳令により虐殺を被ったトラウマが植え
付けられました。市民たちが広場に集まったの
は、これ以上不幸な歴史を繰り返させられない
という切迫した心情のためであったと思いま
す」
18日、光州市立河正雄美術館では、河正雄コ
レクション「花岡ものがたり」をモチーフとして、
国際学術シンポジウムが開かれた。この日、シ
ンポジウムには日本人の学者3人が参加し、参
加者の注目を集めた。茶谷十六（ちゃたに・
じゅうろく）秋田県歴史教育協議会会長、高橋
秀晴（たかはし・ひではる）秋田県立大学副学
長、江崎淳（えざき・じゅん）松田解子会代表が
この3名だ。
「花岡事件」は、1945年6月、日本帝国政府が
労働力を確保するため、花岡鉱山に朝鮮人と
中国人労働者を投入した事件だ。しかし、以後
日本の憲兵により419名が集団虐殺されると
いう悲劇が起きた。
日本の作家、松田解子は、この事件をモチーフ
とした「地底の人々」という小説を執筆し、日本
帝国政府の蛮行を告発し、謝罪の意を伝える
ことに力点を置いた。「花岡事件」以後、詩人や
画家などの芸術家たちが当時の事件を木版画
（花岡ものがたり）として制作し、河正雄名誉館
長がこれを所蔵するに至った。
『松田解子の文学と生涯』を主題とした今回の
シンポジウムで、3名の日本人の学者たちは、
基調講演、発題を行った。高橋秀晴副学長が
基調講演を行い、江崎淳代表（七ツ館事件と
花岡事件の真相）と茶谷十六会長（韓国に拡
張する松田解子文学と生涯）は、各々発題を
行った。
シンポジウムが終わり、午後7時に光州市忠壮
路（チュンジャンノ）のラマダホテルで日本人の
学者たちに面会した。通訳は、この日『文炳蘭
（ムン・ビョンナン）と松田解子の抵抗精神』と
いう主題の発題を行った金正勲（キム・ジョン
フン）全南科学大学教授が務めた。
シンポジウムが行われた日が、ちょうど歴史的
な5月18日であったことから日本人の学者た
ちも5・18に対する格別な関心を示した。
高橋秀晴副学長は「12・3非常戒厳は、市民た
ちが自発的に立ち上がり、中止させたという点
で、非常に歴史的な意味がある」とし、「性格は
多少異なるが、松田解子の小説『地底の人々』
で描写された弾圧と残忍な出来事は、光州5・

文炳蘭氏と松田解子の抵抗精神をクローズ
アップする良い機会だったと思う」と言及した。
茶谷十六会長は、文炳蘭氏との出会いにつ
いて語った。彼は、去る2014年に光州に訪問
した際、詩人と知り合ったことについて回顧し
た。茶谷十六会長は「文氏は、全体的に柔ら
かなイメージだが、抵抗詩を書き、帝国主義
批判のための作品を生み出す面においては
ずば抜けているように感じた」と語った。
彼は、5月18日に光州でシンポジウムを開催
できたことについて、並々ならぬ思いを語った。
「『花岡ものがたり』を扱った小説や版画は、
平和を主題としているため、光州市立美術館
に最も相応しい作品」とし、「平和と民主化の
ための光州市民の抵抗と光州精神は、日本
帝国政府による植民地時代における朝鮮人
のヒューマニズムを堅持した松田解子の生涯
と重なるところがある」と述べた。
/文・写真＝パク・ソンチョン記者
skypark@kwanju.co.kr

18についても、その残酷性等を関連付けて捉
える余地を与えてくれる」と語った。
江崎淳代表は「韓国に来る前に、作家ハン・ガ
ン氏の作品をたくさん読んだ。光州が5・18を
通じて民主主義と平和を獲得したことは意味
のあること」としながら、「日本の花岡事件は自
国民ではない韓国人と中国人の抗争精神が
中心となるため、特異性がある」と語った。
茶谷十六会長は「12・3非常戒厳のとき、軍隊
が国会に入って行ったが、発砲もせず、消極的
に行動していた場面が印象的だった」とし、「戒
厳令が解除された途端、日本では即刻これを
報道した」と語った。
高橋秀晴副学長は「光州民主化運動について
知ってはいたが、光州に来てみると、実際に起
きた出来事が想像以上だったことに驚かされ
た」と話した。
また、彼は「今回のシンポジウムにて松田解子
と光州5・18を関連付けてアプローチした金正
勲教授の観点が特異的だった」とし、 「詩人の

光州市立美術館主催のシンポジウムが終わり、日本の学者3人がインタビューに応じた。左から高橋

秀晴・秋田県立大学副学長、茶谷十六・秋田県歴史教育者協議会会長、江崎淳・松田解子会代表。

日本帝国主義に反対した作家、松田解子氏の遺志を引き継ぎ、日本の学者3人が19日午前、軍事政

権と帝国主義に反対した詩人、文炳蘭氏の国立5・18墓地を訪れ、参拝した。＜金正勲教授の提供＞
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